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聖書植物園紹介○　  聖書植物園の「イナゴマメ」

企画展紹介 「はかたの技と信仰 ―博多織と博多人形から―」

所蔵品紹介 江戸の人々の異国趣味「紅毛人饗宴図盆」

大学博物館紹介໐ 京都大学総合博物館

特 集 江戸の人 の々異国趣味

We really like Seinan !
See you soon !

（2016年8月）

キリスト教の歴史をかいま見ることができました。
パイプオルガンの音色もきけて光栄でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　   （2016年7月）

静かで落ち着けるので大好きな博物館です！！
青空と外のレンガがとても合っていて一段とステキでした！
また来ます！

（2016年7月）

当館の外壁はレンガ造りのため非常に温かみのある外観
となっていますが、春夏は外壁のレンガを青 と々したツタ
が覆ってしまうため、ほとんどレンガが見えず涼しげな印
象を与えてくれます。秋冬と比べると全く違う建物のようで
す。季節や天気により博物館そのものが表情を変える、
まさに生きている博物館といえるかもしれません。

学芸調査員　秋田 雄也

福岡
ヤフオク！
ドーム

紅毛人饗宴図盆  
［西南学院大学博物館所蔵］

会 期／2016年 8月17日（水）～10月31日（月）
会 場／西南学院大学博物館　1階廊下 ・ 2階講堂

会 期／2016年 8月17日（水）～11月21日（月）
会 場／西南学院大学博物館　常設展示室

伝統的工芸品である博多織と博多人形は、地域の中で暮らし
の世相をかたちにすることで育まれてきました。また、人々の信仰も
私たちの暮らしの中に息づいています。
そこで、本企画展では、博多織と博多人形の題材、対象となった「信
仰」に焦点を当て、それをかたちにしてきた「技」をご紹介いたします。
第1部では、キリスト教をテーマにした博多織と博多人形を、続く
第2部では、仏教、道教、密教などの宗教や、厄払いや健康祈
願といったあらゆる信仰と地域的な祈り、そしてそれらの融合を
テーマにした博多織と博多人形を展示し、そこに駆使された
「技」を見ていきます。

開催概要

「はかたの技と信仰
　　　―博多織と博多人形から―」

「異国と福岡
　　　 ―長崎警備と対外交流―」

南島原市相互貸借特集展示Ⅵ 
「島原・天草一揆 ―戦場の120日間―」

会 期／2016年 7月11日（水）～10月29日（土） 会 場／南島原市原城図書館

南島原サテライト展Ⅶ「出島のオランダ商館員が収集した日本人の一生」

次回特別展予告企画展紹介 現 在 開 催 中

サテライト展示紹介

Ⅳ

【特別展／企画展】

5月26日（木）～9月27日（火）
 西南学院大学博物館 × 國學院大學博物館　相互貸借特別展示IX
 「山岳霊場の考古学」
 ［場所］ 西南学院大学博物館      

8月17日（水）～10月31日（月）
 2016年度企画展
 「はかたの技と信仰 ―博多織と博多人形から―」
 ［場所］ 西南学院大学博物館

7月11日（月）～１0月29日（土）
 西南学院大学博物館×南島原市
 「出島のオランダ商館員が収集した『日本人の一生』」
 ［場所］ 原城図書館

7月25日（月）～11月3日（木）
 西南学院大学博物館 × 國學院大學博物館 相互貸借特集展示X
 「描かれた『DEJIMA ―出島―』」
 ［場所］ 國學院大學博物館      

8月17日（水）～11月21日（月）
 西南学院大学博物館 × 南島原市 相互貸借特集展示VI
 「島原・天草一揆 ―戦場の120日間―」
 ［場所］ 西南学院大学博物館

10月8日（土）
 西南学院大学博物館　ワークショップ
 「博多おきあげをつくろう」
 ［場所］ 西南コミュニティセンター

11月15日（火）～1月22日（日）
 西南学院大学博物館秋季特別展
 「異国と福岡 ―江戸時代における長崎警備と対外交流―」
 ［場所］ 西南学院大学博物館

11月26日（土）
 西南学院大学博物館秋季特別展 ミュージアム・トーク
 ［場所］ 西南学院大学博物館

12月1日（木）～12月24日（土）
 西南学院大学博物館 ワークショップ
 「クリスマスツリーを飾ろう！」
 ［場所］ 西南学院大学博物館

12月3日（土）
 第20回特別展関連公開講演会
 ［場所］ 西南学院大学博物館      
      

2016年（平成28年）　      

その他、幅広いニーズに合わせて団体見学会等も実施しております。
なお、予定は変更することもございますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。

せいなんこどもワークショップ「聖書植物の世界ツアー」を実施しました。

西南学院大学博物館開館10周年記念特別展「信仰の歴史 ―キリスト教の伝播と受容―」を開催しました。

國學院大學博物館・相互貸借特集展示Ⅹ「描かれた『DEJIMA ―出島―』」の展示を開始しました。11月3日（木）まで開催。

春季特別展関連イベント・せいなんこどもワークショップ「テラコッタ風ランプをつくろう！」を開催しました。

企画展「はかたの技と信仰 ―博多織と博多人形から―」の展示を開始しました。10月31日（月）まで開催。

博物館学芸員課程の実習を行いました。

南島原市・西南学院大学博物館 相互貸借特集展示Ⅵ「島原・天草一揆 ―戦場の120日間―」の展示を開始しました。

せいなんこどもワークショップ「学芸員体験！わたしの宝物展」を開催しました。

2016年6月から8月までに行った博物館活動や
出来事の中からいくつか紹介をします。

展示室の聖書植物の
コーナーを見学する様子

南島原市
相互貸借特集展示Ⅵ

会 期／2016年 7月25日（月）～11月3日（木）
会 場／國學院大學博物館

國學院大學博物館相互貸借特集展示Ⅹ

2016年度秋季特別展

「描かれた『DEJIMA―出島―』」

國學院大學博物館
相互貸借特集展示Ⅹ

特別展示室風景

春季特別展関連WS

企画展
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【来館者の言葉】

会 期／2016年11月15日（火）～2017年1月22日（日）

第20回 特別展関連公開講演会
会 期／2016年 12月3日（土） 14:00～15：30
講 師／宮崎 克則氏（西南学院大学博物館館長）　髙山 英朗氏（福岡市博物館学芸員）

会 場／西南学院大学博物館 特別展示室
　　　 福岡市博物館 企画展示室4

今回の秋季特別展は「異国と福岡」をテーマとし、福岡市博
物館と共同して展示を行います。キリスト教の布教から禁止、
長崎警備の始まりと異国船の来航を西南学院大学博物館
で、幕末の長崎警備と福岡藩の長崎遊学を福岡市博物館
で展示します。

「紅毛人饗宴図盆」

6月4日（土）

6月10日（金）～8月7日（日）

7月25日（月）

7月30日（土） 

8月17日（水）

8月19日（金）～8月27日（土）

8月19日（金）～11月21日（月）

8月27日（土）

★両館にご来場くださった方には、
　当館にてオリジナルミュージアムグッズをプレゼントいたします！



宣教の旅
と行くザビエル聖書植物園の「イナゴマメ」
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学芸員の眼 ― 2 016年度博物館実習  ―

京都大学総合博物館は文学部博物館に理学部・農学

部・教養部を主として構想されていた自然史博物館を統

合することで1997年に発足しました。常設展示室は、地

震、化石、チンパンジーやニホンザルなどの霊長類、温帯

林の動植物や昆虫とともに熱帯雨林を再現したランビル

の森を展示している自然史のほか、古文書、古地図、古

墳の石棺、日本を含む東アジアやエジプトの考古資料、

【大学博物館紹介○】

京都大学総合博物館

紅毛人饗宴図盆

キリシタン墓碑など

がある文化史、旧

制第三高等学校や

創設期の京都大学の紹介と当時教材に使われていた機械

模型を展示している技術史の3分野から構成されています。

企画展・特別展についてもユニークな展示が行われており、

過去には研究を伝えるデザインや土壌、ねむりなどがテーマと

して扱われてきました。また毎週土曜日には「子ども博物館」

が開催されており、教育普及に非常に力を入れている様子

がうかがえます。
学芸調査員　秋田 雄也

江戸時代は他の国 と々の交流を制限していたため、

ヨーロッパのなかで唯一貿易を行っていたオランダ東イ

ンド会社の商館員たちは、当時の日本の人 に々とって非

常に珍しい存在であったと思われます。そのため、長崎

版画やさまざまな工芸品において商館員がモチーフに

されることがありました。

本資料は商館員たちが食事している様子を描いた盆で

す。工芸品、絵画のなかで商館員たちが描かれる際に

は、帽子やコートを着用した立ち姿や、珍しい動物たちな

ど異国情緒あふれる題材が用いられました。食事風景も

多く取り上げられたテーマの１つであり、当館所蔵の「出島

本年度の博物館実習は本学学生である8名の実習

生を受け入れ、8月19日から8月27日の8日間行われ

ました。実習では、それまで学芸員課程で学んできた

ノウハウを生かし、最終目標である実習成果展の開

催を目指します。成果展テーマの設定、博物館所蔵

資料の中からの選出、展示計画の立案と発表、そし

て特別展示室内の設営までのすべてを実習生一丸

となって取り組みました。キャプション（作品解説）ひと

つをとっても、そのデザインや説明文、置き方にまで込

められた学芸員のこだわりと労力の大きさを実感した

ようです。「学芸員の眼」という新たな視点を持つこと

で、実習生たちの世界がより広がることを願います。
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蘭館図巻」の中にも描かれています。自分たちとは異なる

食事習慣や食器は、大変興味深いものであったのでしょ

う。本資料と構図が似た長崎版画の現存が確認でき、

そのような版画をもとにして制作されたと推測されます。

中央には「HOLLANDER」（オランダ人）とあり、左右

にも横文字が記されています。恐らくオランダ語を分から

ずに真似て書いたのでしょう。何と書いてあるか判読不

能になっています。また、本資料は扇型であり、形そのもの

も出島という異国との交流の舞台を表現しているかのよ

うです。当時の日本人たちの異国に対する好奇心がうか

がえます。

ナウマン像化石

江戸の人 の々異国趣味

 参考
「出島蘭館図巻」に描かれた食事風景

2016年度 博物館実習成果展

学生が選ぶ！

田中恵さん

フランシスコ・ザビエル像

いつもと
　格好が

違うよ

僕と一緒に

宣教の旅へ

行こう！

これで旅の準備はバッチリだね！

みんなの乗船を待っているよ！！

副島くん

ザビエルくん

南蛮船奉納絵馬

ザビエルさんも
こんな船に

乗ってきたのかな

中禮くん

オテンペンシャ

キリシタンの道具だけど

日本の貨幣が
使われているよ！ 倉重さん

最後の晩餐
（中国様式）

中国人にしか
　　みえないよ！！

旅のおす
すめ

スポット！！

※このページは、文章・レイアウトを含め実習成果として作成しました。

製作／倉重美央・副島健太・田中彩友美・田中恵・中禮尚史・平野仁美・福山尭大・三島祐華

｜会期｜
｜会場｜西南学院大学博物館 1階特別展示室

8月27日（土）～9月30日（金）

？

！
学芸研究員　野藤 妙

学芸研究員　山尾 彩香

イナゴマメは聖書において、聖句としてご紹介している放蕩息

子のたとえ話にしか登場しない植物です。さやに多くの糖分

を含み、古くから砂糖の代用品や家畜の飼料として用いられ

てきました。また、乾燥させたイナゴマメの種子の重さが1カ

ラット（0.2g）として分銅の重りに用いられたことから、カラット

（keration…ギリシア語）の語源ともされています。雌雄異株

であり、当館の正面玄関をはさむように雌雄が佇んでいます。

果実は1年ほどかけて成熟し、夏には芳香を漂わせます。ま

た、当館の常設展示室内「聖書植物の世界」コーナーに

て、年間を通じて標本をご覧になることも可能です。お立ち寄

りの際は、展示とともに実物もぜひご鑑賞ください。 学芸調査員　阿部 大地

聖書植物園 HP  http : //www.seinan-gu.ac.jp/shokubutsu/

【和　名】 イナゴマメ
【英語名】 Carob
【学　名】 Ceratonia siliqua
【所　在】 博物館正面玄関そば（左:雄、右:雌）

本号より、聖書植物園にて生育中の植物を、聖句とともにご紹介いたします。

記念すべき初回では、イナゴマメを取り上げます。

彼は豚の食べるいなご豆を食べてでも腹を満たしたかったが、

食べ物をくれる人はだれもいなかった。
【聖句】

（ルカによる福音書15章16節）

開 館 時 間／9：30～16：30（入館は16：00まで）
休　館　日／月曜日・火曜日、年末年始（12/28～1/4）
入　館　料／一般400円　高校・大学生300円　小中学生200円
お問い合わせ／〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学総合博物館
 TEL : 075-753-3272 , 3273 , 3274  FAX : 075-753-3277
 E-mail : info＠inet.museum.kyoto-u.ac.jp


